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中国新聞社とは

広島県全域および山口県東部を主な発行エリアとする新聞社
イベント開催、地域貢献サービスの展開などさまざまなことに取り組んでいます

1892（明治25）年5月5日創刊

3億円資本金

198億5000万円
（2024年12月期）売上高

397人（2024年12月31日）
平均年齢44.9歳、勤続20.4年社員数

43万5417部
（2025年10月15日現在）発行部数

3本社、3支社、2総局、25支局拠点

社是（Spirit）
中国新聞の公器としての使命を自覚し、
全社をあげての親和協力により、その向上発展を期するとともに、
世界平和の確立、民主国家の建設、地方文化の高揚に努力する。
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地域情報の
圧倒的な質と量

地域コンテンツ
サプライチェーン×

①広島を中心とした取材網
②編集記者による現場力・取材力

①広島を中心に張り巡らせた配達網
②印刷＆デジタル配信

約130年にわたる報道による「伝統的メディアの信頼性」が土台

（機能）
■取材機能
■編集機能
■人的ネットワーク機能

（機能）
■印刷・配信機能
■配達機能
■地域販売店機能

中国新聞社（中国新聞）の特⾧

130年を超える報道による「メディアの信頼性」が土台
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中国新聞社のミッション／ビジョン／バリュー

確かな情報でこのまちを守り、力づけ、おもしろくする



誤情報・偽情報
↓

増えると大変

新聞社(報道機関)の仕事
‖

正しい情報を社会に届ける



①取材

記者がインタビューしたり、現場に行ったりして
取材したことを基に記事を書く

②記事を書く

新聞づくりの流れ



③ 編集会議
・ 明日の新聞に載せるニュースを話し合う
・ 大事なニュースは? 価値判断する

米大統領は
トランプ氏に決定

中国文化賞の
表彰式を開催

カープが30連勝
で、首位を独走
しているね

クマの出没が相次
ぎ、登下校に支障
がでている



④ 紙面づくり
・見出しをつける
・記事、写真のレイアウトを考える



⑤ 印刷
・広島県内の2カ所に印刷工場
・１分間に3000部印刷できる輪転機
・深夜から未明に印刷



⑥配達
・バイクや自転車で1人100～150部配る
・中国新聞販売所は約400店



新聞が届くまでに
多くの人の目でチェック
ツールも活用

間違い、うその情報が
出ることを防ぐ



新聞が手元に届くまでには
時間も手間もかかる

正確、公平な情報を届け続けるには
多大な資金と資源が必要

偽・誤情報の氾濫、記事へのただ乗り、
誤った内容の生成物による信用毀損を
許せば報道体制の維持が困難
→知る権利や民主主義の危機



ファクトチェック
社会に広がっている情報や言説が
事実に基づいているかどうかを調
べ、そのプロセスを記事化して、
正確な情報を人々と共有する営み

2025年7月2日付中国新聞朝刊
2025年6月13日付中国新聞朝刊



中国新聞社 SNS時代の選挙報道指針の策定（2025年7月）

ＳＮＳの急速な普及に伴い、社会が大きく変化。
人とのつながりが広がり、人生の選択肢が増えた
一方で負の側面も。2013年にインターネット選挙
が解禁されたが、近年の選挙では、候補者をおと
しめたり、あたかも真実かのような情報が拡散さ
れたりしたケースがある。それらが投票行動に与
える影響は看過できない。

■中国新聞社「ＳＮＳ時代の選挙報道の指針」
・公選法に照らし、これまで通り、有権者に有用

な情報を公平公正に報道する。
・投票行動に直結するような真偽不明の情報につ

いては、迅速に調べてその結果を報道する。

ともに2025年7月2日付中国新聞朝刊
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↑
１世帯当たり
0.45部

中国新聞（朝刊）
1992年 75万部
2025年 44万部

（毎年10月、日本新聞協会調べ）

国内の新聞発行部数と世帯数の推移

１世帯当たり
1.13部
↓



メディアの平均利用時間と行為者率（平日）（2024年通信白書）



公益財団法人新聞通信調査会:第18回メディアに関する全国世論調査(2025年)
調査対象:全国の18歳以上の5,000人

各メディアの情報信頼度
新聞情報の信頼度は依然として高い



2023年6月7日 中国新聞朝刊

信頼をベースにした情報提供

ネット上の情報の真偽を分かりやす
くする「オリジネーター・プロファ
イル（ＯＰ）」技術

ブラウザ上で、記事や広告の発信者
を表示

閲覧者は、第三者認証済みの良質な
記事や広告を見分けることができる
ようになり、安心して閲覧できる

広告主は、アクセス数稼ぎの低品質
サイトに広告が表示されるリスクを
減らせる

情報発信元として高い信頼度がある
ことを前提とした技術



各メディアの情報信頼度信頼をベースにした情報提供

画像はテスト表示したOPの画面。2026年には実装段階へ



信頼をベースにした広告提供
クオリティメディアコンソーシアムへの参画
・国内の有力メディア（下記の33媒体）だけで構成する広告配信プラットフォーム
・広告主は、安心安全かつ上質なコンテンツを擁するメディア限定で広告を掲載できる
・生活者とメディア双方に有益で、健全なインターネット環境の創出に寄与していく
・中国新聞社は、地方紙として他社に先駆けて加入



地方紙
同じ所に⾧くとどまり、多くは
自身も取材・販売先と同じ住民

取材スタイル＝継続報道
Good Neighbor

地方紙に求められる役割

‖
権力監視に加え、新しい概念

地域の課題解決に住民と一緒に汗をかくアクターへ
▼確かな情報でこのまちを守り、力づけ、おもしろくする



2018年11月7日付中国新聞朝刊

例）地域の課題解決に住民と一緒に汗をかくアクターへ

可燃ごみは「紙袋で出す」?
広島市の都市伝説＝市民のお困りごとを
記者が調査



2018年11月21日付中国新聞朝刊

「やるじゃん!!中国新聞」。こうした声が大切
市民をメディアの味方に＝偽・誤情報の抑止力

例）地域の課題解決に住民と一緒に汗をかくアクターへ



■新聞社の偽・誤情報への取り組み

・大量の未加工の鉱石（情報）が流れ込む中で、
高い精度を誇る品質検査装置

・この装置で、社会が必要とする確かな「金」
（真実の情報）だけを選別して提供し続ける

・市民のリテラシーを鍛える基盤に

基盤活用の典型が

NIE（教育に新聞を）



NIE(教育に新聞を)教育への新聞活用を学校や地域とともに推進

2017年6月26日付中国新聞朝刊 2013年7月4日付中国新聞朝刊

新聞情報の高い信頼性が
授業の「教材」に

※希望校はお知らせください



【新聞と教材】
起業家を目指す学生の講座で


